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【支援手順書について】（詳細は研修資料を参照）

支援手順書に関しては特
に指定された書式はあり
ません。こちらはあくま
でも⼀例です。

今回はこのように
•活動の工程ごとに、
•本人の動き
•⽀援者の動き・留意点
をまとめていく書式

支援後に
•本人の様子（記録）
を記入します。



生活介護

送迎

着替え

作業

トイレ

昼ごはん

⾷堂に⾏く

手を洗う

食べる

トレイを運ぶ

休けいする

お出かけ

【解説①場面・活動の工程を分ける】

ここでは⼀例として、
「昼ごはん」という場面の
工程を分けてみます。

【補足①】支援手順書は場面ごとに作成していきますので、支援手順書を
作成するためには、まず活動の場面を考える必要があります。
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【使用方法①】工程を考えます。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

１
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【使用方法②】工程ごとに本人の動きを想定して記
入します。

２



【使用方法③】当日までに準備しておくことを記
入します。

必要なサポート（氷山モデ
ル）を根拠に、
当日までに準備しておくこと
を考えます。

（１）事前に室内の環境で確
認しておくこと

（２）支援ツールなど事前に
作っておくもの・用意してお
くものなど

⇒支援手順書の３の欄に記載
してください。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面 】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

３



【使用方法④】支援者の動きや必要な配慮を記入し
ます

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

全体的な配慮事項は３に書いてください。

必要なサポート（氷山モデ
ル）を根拠に、

支援者が⾏う⽀援・動きを具
体的に、
（例）

「タイマーを⾒せて、机に置
く」

「ドアの前で待っておく」

⇒支援手順書の４の欄に記載
してください。

４



【使用方法⑤】当日の事前準備を記入します。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

必要なサポート（氷山モデル）
を根拠に、

支援を開始する直前に何を用意
し、

１の準備したものをどのように
設定するか

⇒支援手順書の５の欄に記載し
てください。

★この手順書を他の職員さんに渡して、
その方がすぐに動けるかどうか︖総仕上
げになります。

５



使用方法⑥本人の様子を支援手順書の「本人
の様子（記録）」の欄に記入します。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

記録のポイントは、客観的に⾏動を書くと
いうことです。 ６
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支援手順書の修正についての説明は別ファイルです。


